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新
世
代
の
た
め
の
月
間 

平
成
23
年
９
月
１
日
（
木
） 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

会
員 

59
名 

出
席
計
算
数 

 

51
名
中
48
名
出
席 

出
席
率
94
・
12
％ 

前
々
回
出
席
率
92
・
00
％ 

 
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 
「
君
が
代
」「
奉
仕
の
理
想
」 

指 

揮 

者 

岡
村 

隆
德 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

冨
板 

玲
子 

 

ゲ 

ス 

ト 

故
・
新
沼 

操
さ
ん
の
奥
様 

 
 

 
 

 
 

 
 

新
沼 

節
子
さ
ん 

 

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

台
風
が
来
ま
す
。気
を
つ
け
て
下
さ
い
。 

 
 

 
 

川
畑 

博
敬
・
田
崎 
雅
三 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
笠
原
和
俊 

横
井
・
岩
崎
・
松
本
の
三
君
の
根
性
に

敬
意
を
表
し
ま
す
。 

 

尾
上 

 

昇 

富
士
は
し
ん
ど
か
っ
た
で
す
。で
も
今
、

体
調
上
々
で
す
。 

 
 

近
藤
宏
一
郎 

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で
全
員
登
頂
、
無

事
下
山
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

 
 

 
 

前
田 

隆
久 

尾
上
さ
ん
、
近
藤
さ
ん
、
前
田
さ
ん
、

ヒ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

神
野 

邦
利 

富
士
登
山
、
皆
様
あ
り
が
と
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

横
井 

 

衞 

尾
上
隊
長
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

鬼
頭 

茂
成 

尾
上
さ
ん
、
前
田
さ
ん
、
富
士
山
で
は

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 
 

春
日
井
和
良
・
渡
辺 

観
永 

私
自
身
２
回
目
の
富
士
山
登
山
で
し
た
。

全
員
が
小
雨
の
中
、
完
登
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

伊
藤 

与
則 

鬼
頭
さ
ん
・
春
日
井
さ
ん
、
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
お
か
げ
で
下
山
で

き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

岩
崎 

征
一 

富
士
山
登
頂
成
功
し
ま
し
た
。
尾
上
さ

ん
近
藤
さ
ん
前
田
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 

山
口 

正
孝 

お
荷
物
隊
の
一
員
で
し
た
。
み
な
さ
ん

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
富
士
登
山
成

功
。 

 
 

 
 

 
 

 

松
本 

哲
朗 

妻
の
誕
生
月
で
す
。
富
士
山
最
高
で
し

た
。 

 
 

 
 

 
 

 

丹
下 

富
博 

今
月
妻
と
孫
（
カ
ン
ナ
）
の
誕
生
月
で

す
。
孫
は
特
別
か
わ
い
い
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

日
比
野
富
士
男 

誕
生
月
で
す
。 

 
 

 

杉
本 

英
夫 

９
月
２
日
は
自
分
の
誕
生
日
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

林 
 

富
徳 

 

会
員
増
強
推
薦
者
バ
ッ
ジ
贈
呈 

岩
崎
征
一
さ
ん

（
林
富
徳
さ
ん
紹  

介
）
へ
川
畑
会
長

よ
り
「
会
員
増
強

推
薦
者
バ
ッ
ジ
」

が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。 

 

 

会
葬
の
御
礼 

新
沼 

節
子
さ
ん 

  

 

富
士
登
山
報
告 

乾
杯
！
富
士
山
、
乾
杯
！
全
員
登
頂 

 

―
２
０
１
１
年 

夏 

富
士
山
登
山
― 

ヒ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
部 

 
 

 

幹
事 

前
田 

隆
久 

名
古
屋
か
ら
一
番
近
く
、
頂
上
ま
で

一
番
距
離
の
短
い
、
富
士
宮
口
登
山
道

か
ら
富
士
山
に
登
っ
て
き
ま
し
た
。 

８
月
27
日
、
金
山
総
合
駅
に
７
時

30
分
に
集
合
、
貸
し
切
り
バ
ス
で
出
発

し
た
時
は
、
曇
り
空
。
高
速
道
路
も
順

調
で
、
富
士
Ｉ
Ｃ
に
ほ
ぼ
予
定
通
り
到

着
し
た
の
で
す
が
、
林
道
に
入
っ
た
あ

た
り
か
ら
空
の
様
子
が
お
か
し
く
な
り
、

富
士
宮
口
五
合
目
に
つ
い
た
頃
に
は
、

本
降
り
の
雨
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

最
初
か
ら
、
雨
具
を
着
て
の
登
山
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
本
部
班+

５
班
に
分
か
れ
、
梶
川
山
行
リ
ー
ダ
ー

を
先
頭
に
、
尾
上
団
長
を
し
ん
が
り
に

し
て
、
現
地
で
合
流
し
た
川
畑
さ
ん
の

ご
子
息
を
加
え
、
総
勢
32
名
の
大
パ
ー

テ
ィ
ー
で
登
山
開
始
。 

六
合
目
に
到
着
す
る
ま
で
に
、
す
で

に
隊
列
は
伸
び
て
、
当
初
の
班
編
成
が

意
味
を
為
さ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
雨
も
上
が
り
、
一
部
青
空
も
見

え
る
天
気
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス

で
今
日
の
宿
、
九
合
目
万
年
雪
山
荘
を

め
ざ
し
ま
し
た
。
登
山
道
は
、
森
林
限

界
を
過
ぎ
て
い
る
た
め
、
樹
木
の
無
い

荒
涼
と
し
た
礫
の
道
を
ひ
た
す
ら
登
り

ま
す
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
咲
く
高
山
植

物
と
、一
合
目
ご
と
に
建
つ
山
小
屋
が
、

な
ぐ
さ
め
の
山
登
り
で
す
。 

 

最
後
尾
は
予
定
の
５
時
間
を
大
幅
に

遅
れ
、先
頭
か
ら
約
１
時
間
半
遅
れ
で
、

全
員
無
事
九
合 

目
に
到
着
、
最 

後
尾
が
着
い
た 

こ
ろ
に
は
、
辺 

り
は
す
っ
か
り 

闇
の
中
で
し
た
。 

夕
食
後
、
小 

宴
会
、
明
日
に 

備
え
早
々
と
床 

に
着
い
た
の
で 

す
が
、
慣
れ
ぬ 

山
小
屋
で
、
な 

か
な
か
寝
付
け 

な
い
人
も
い
た 

一
夜
で
し
た
。 

翌
28
日
は
、
天
気
も
晴
れ
て
、
全
員

で
頂
上
を
目
指
し
ま
し
た
。
富
士
山
は

火
山
で
す
の
で
、
頂
上
は
噴
火
口
跡
を

囲
む
よ
う
に
ぐ
る
り
と
い
く
つ
も
の
峰

が
連
な
っ
て
い
ま
す
。
富
士
宮
口
登
山

道
を
登
り
き
っ
た
と
こ
ろ
が
、
富
士
宮

口
頂
上
で
、
ま
ず
、
そ
こ
を
目
指
し
ま

し
た
。
そ
こ
か
ら
一
等
三
角
点
の
あ
る

剣
ヶ
峰
を
経
て
須
走
口
下
山
口
を
目
指

す
班
と
、
直
接
、
須
走
口
下
山
口
を
目

指
す
班
に
分
か
れ
、
出
発
。
須
走
口
下

山
口
か
ら
は
、
須
走
口
五
合
目
を
目
指

し
て
、
一
気
に
下
山
開
始
で
す
。
下
山

だ
か
ら
楽
だ
と
、
思
っ
て
い
た
ら
大
間

違
い
、
富
士
山
は
甘
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
下
山
の
方
が
、
足
に
か
か
る
負

担
は
数
倍
で
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、
関

節
を
や
ら
れ
ま
す
。
下
り
も
当
然
、
隊

列
は
乱
れ
ま
し
た
。
須
走
口
五
合
目
に

到
着
し
た
の
も
、
先
頭
と
、
最
後
尾
で

２
～
３
時
間
差
が
開
き
ま
し
た
。
先
着

組
と
後
着
組
そ
れ
ぞ
れ
に
、ビ
ー
ル
で
、

1131 
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無
事
下
山
を
祝
福
し
、
そ
の
後
御
殿
場

Ｉ
Ｃ
経
由
で
帰
名
、
金
山
に
着
い
た
の

は
、
９
時
近
く
で
し
た
。 

と
に
か
く
、
３
７
７
６
ｍ
と
い
う
高

山
、
32
名
と
い
う
大
パ
ー
テ
ィ
ー
、
確

率
か
ら
い
っ
て
も
数
人
の
落
後
者
が
出

る
の
は
覚
悟
の
上
で
し
た
が
、
全
員
登

頂
が
果
た
せ
、
全
員
無
事
下
山
が
出
来

た
の
が
、
何
よ
り
の
成
果
で
し
た
。 

今
回
の
、
山
行
が
大
成
功
に
終
わ
っ

た
の
も
、
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
ロ
ー

タ
リ
ア
ン
の
皆
様
、
そ
の
ご
家
族
の
皆

様
、
そ
し
て
、
ゲ
ス
ト
の
皆
様
の
頑
張

り
の
お
陰
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
上
で
、

的
確
な
判
断
と
指
示
を
出
し
て
、
全
員

を
引
っ
張
っ
て
く
だ
さ
っ
た
、
尾
上
団

長
。
記
録
写
真
を
た
く
さ
ん
撮
っ
て
く

だ
さ
っ
た
、
ヒ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
部
近

藤
会
長
。
会
計
、
荷
物
担
ぎ
に
と
動
い

て
く
だ
さ
っ
た
ヒ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
部

の
皆
さ
ん
。
サ
ポ
ー
ト
で
入
っ
て
く
だ

さ
っ
た
、
梶
川
さ
ん
、
千
葉
さ
ん
の
力

が
あ
っ
こ
と
は
、間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

              

富
士
山
は
、
日
本
一
で
あ
る
と
こ
ろ 

に
意
義
が
あ
り
ま
す
が
、
も
っ
と
楽
に

登
れ
て
、
も
っ
と
景
色
を
楽
し
め
る
素

晴
ら
し
い
山
は
、
山
国
日
本
に
は
、
い

た
る
所
に
あ
り
ま
す
。
次
の
機
会
、
ま

た
、
全
員
で
登
頂
し
、
全
員
で
お
い
し

い
ビ
ー
ル
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。 

＊
当
日
の
発
表
は
、
ヒ
ル
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
部
顧
問 

尾
上 

昇
さ
ん
よ
り 

 
卓 

話 
 

 

（
８
月
25
日
例
会
） 

「
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
を 

使
っ
た
実
践
リ
ス
ク
対
策 

～
東
日
本
大
震
災
を
ふ
ま
え
、 

 
 

東
海
地
区
の
防
災
を
考
え
る
～
」 

太
陽
Ａ
Ｓ
Ｇ
有
限
責
任
監
査
法
人 

名
古
屋
事
務
所
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー 

國
立 
英
治
さ
ん 

 

去
る
３
月 

の
東
日
本
大 

震
災
後
、
次 

に
大
き
な
地 

震
が
発
生
す 

る
確
率
が
高 

い
と
さ
れ
る
の
は
、
駿
河
湾
沖
を
震
源

と
す
る
東
海
地
震
、あ
る
い
は
東
南
海
、

南
海
と
合
わ
せ
た
３
連
動
地
震
で
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
「
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）
を
使
っ
た
実
践
リ
ス
ク
対
策
」

で
は
、
①
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
企

業
は
実
際
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
さ
れ

た
の
か
。
過
去
に
私
が
防
災
対
策
、
お

よ
び
事
業
継
続
計
画
策
定
を
お
手
伝
い

し
た
企
業
の
実
例
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
②
企
業
が
備
え
る

べ
き
東
海
地
震
・
３
連
動
地
震
へ
の
対

策
。
そ
し
て
対
策
の
一
つ
の 

〝
道
具
〟 

で
あ
る
、
③
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

と
は
何
か
。
を
み
な
さ
ん
に
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。 

初
め
に
宮
城
県
南
三
陸
町
で
の
被
災

状
況
の
写
真
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
注
目

し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
海
岸
近
辺
で

の
津
波
に
遭
わ
れ
た
家
屋
の
被
害
状
況

と
、
そ
こ
か
ら
距
離
に
す
る
と
１
０
０

～
２
０
０
ｍ
し
か
離
れ
て
い
な
い
津
波

か
ら
免
れ
た
家
屋
の
状
況
で
す
。
津
波

を
受
け
た
家
屋
・
建
物
は
み
な
さ
ん
も

ご
存
じ
の
と
お
り
大
き
な
被
害
が
出
て

お
り
ま
す
。
一
方
で
津
波
を
受
け
な
か

っ
た
地
域
で
は
、
地
震
に
よ
る
大
き
な

揺
れ
を
受
け
た
も
の
の
、多
く
の
家
屋
・

建
物
は
大
き
な
損
壊
を
免
れ
て
い
ま
す
。

三
陸
沖
に
面
し
た
こ
ち
ら
の
地
域
で
は

約
50
年
に
１
回
の
周
期
で
大
き
な
地

震
・
津
波
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。
わ

が
国
で
は
昭
和
56
年
の
建
築
関
連
の

規
制
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
を
境
に
、
揺

れ
に
よ
る
建
物
・
家
屋
の
耐
震
性
が
高

め
ら
れ
ま
し
た
。
写
真
の
建
物
も
比
較

的
新
し
い
（
築
20
年
以
内
）
家
屋
だ
っ

た
た
め
、
大
き
な
損
壊
は
免
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
、
津
波
を
受
け
た
家

屋
・
建
物
は
大
き
な
損
壊
を
し
て
お
り
、

津
波
の
脅
威
を
改
め
て
目
に
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
状
況
を
受
け
、

東
海
地
区
に
お
け
る
防
災
対
策
も
、
津

波
に
対
す
る
備
え
が
十
分
で
あ
る
か
、

見
直
し
の
必
要
性
が
専
門
家
の
間
で
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

企
業
が
備
え
る
べ
き
、
い
わ
ゆ
る
リ

ス
ク
は
地
震
・
津
波
だ
け
で
は
も
ち
ろ

ん
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
約
５
０
年

の
周
期
で
地
震
・
津
波
に
遭
い
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
備
え
が
で
き
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
東
北
地
区
で
あ

っ
て
も
、
東
日
本
大
震
災
時
の
被
災
状

況
の
大
き
か
っ
た
こ
と
を
受
け
、
東
海

地
区
の
地
震
・
津
波
へ
の
備
え
が
十
分

か
、
見
直
し
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。 企

業
が
あ
ら
か
じ
め
防
災
の
備
え
を

つ
く
っ
て
お
く 

〝
道
具
〟 

の
一
つ
と
し

て
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
「
震
災
な
ど
、
企
業
が

ビ
ジ
ネ
ス
を
継
続
す
る
上
で
大
き
な
障

害
と
な
る
事
態
（
脅
威
）
に
備
え
、
あ

ら
か
じ
め
作
成
し
て
お
く
計
画
、手
順
」

で
す
。
こ
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
よ
り
備
え

を
す
る
目
的
、
あ
る
い
は
メ
リ
ッ
ト
は

以
下
の
よ
う
な
も
の
で
す
。 

１
．
緊
急
時
に
お
け
る
従
業
員
の
安
否

の
確
認
・
安
全
確
保 

２
．
得
意
先
へ
大
幅
な
納
品
遅
延
、
顧

客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
中
断
に
よ

る
取
引
の
減
少
、
得
意
先
・
顧
客
喪

失
の
回
避 

３
．
事
業
活
動
の
長
期
停
止
に
よ
る
企

業
存
続
の
危
機
、従
業
員
の
雇
用
喪

失
の
回
避 

４
．
緊
急
事
態
の
事
前
想
定
、
準
備
、

対
策
、
従
業
員
へ
の
周
知
・
訓
練
に

よ
る
、緊
急
時
の
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
、

復
旧
の
実
現 

 

Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
よ
る
防
災
対
策
は
、
単
に

取
引
の
早
期
復
旧
を
目
指
す
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
被
災
時
に
起
こ
り
う
る

様
々
な
困
難
を
想
定
し
て
、
ま
ず
は
従

業
員
の
安
否
確
認
、
安
全
確
保
を
優
先

さ
せ
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
で
は
職
場

で
被
災
し
た
多
く
の
従
業
員
が
帰
宅
困

難
者
と
な
り
、
企
業
が
従
業
員
に
対
す

る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
（
安
全
な
場
所
の
確

保
、
食
糧
・
電
力
・
連
絡
手
段
の
確
保

等
）
を
十
分
行
っ
て
い
た
企
業
へ
の
社

会
的
評
価
が
高
ま
っ
た
こ
と
と
、
社
会

全
体
で
の
準
備
が
ま
だ
不
足
し
て
い
る

点
が
課
題
と
し
て
残
り
ま
し
た
。 

 

Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
国
（
中
小
企
業
庁
）、
県
も

各
企
業
が
策
定
す
る
こ
と
を
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
て
い
ま
す
。
中
小
企
業
庁
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ [h

ttp
:/

/
w

w
w

.c
h

 

u
s
h

o
.m

e
ti.g

o
.jp

/
b

c
p

/
in

d

e
x
.h

tm
l] 

も
し
く
は
愛
知
県
防
災

局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ [h

ttp
:/

/
w

w
 

w
.p

re
f.a

ic
h

i.jp
/
0

0
0

0
0

0

7
1

9
6

.h
tm

l] 

に
は
ひ
な
が
た
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
考
に
な
さ

っ
て
く
だ
さ
い
。 

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
を
通
じ
、
み
な
さ
ま
が

地
震
・
津
波
に
対
し
て
十
分
な
備
え
を

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

 

９
月
15
日
（
木
）
例
会
の
案
内  

新
世
代
卓
話 

「
ア
ジ
ア
の
留
学
生
を
迎
え
て
30
年
」 

財
団
法
人
Ｐ
Ｈ
Ｄ
協
会 

総
主
事
代
行 

藤
野 

達
也
さ
ん     

 

広
報
委
員
会 

酒
井 

 

修
・
吉
田 

明
夫 

松
永 

裕
子
・
小
野 

定
男 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 




